
水道事業会計 　「水道事業会計」は、上水道の施設維持管理経費や施設整備経費の収支を扱う会計です。
支出総額35億5052万円（対前年度比0.4％増）

　平成30年度の新発田市の決算状況をお知らせします。詳しい内容は、
市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

【問合せ先】
財務課財務係

（☎28-9610）

一般会計

特別会計

　歳出で最も多いのは、子育て支援や高齢者、障がい者福祉などに充てる民生費でした。また、過去の
施設整備などに伴う借入金の返済に充てる公債費は、令和2年度以降は減少に転じる見込みです。
　歳入で最も多いのは、地方交付税で、依存財源が多くなっていますが、自主財源である市税収入も昨
年度に引き続き安定しています。

　「特別会計」は、市が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源として支出するため、
一般会計と区別して経理する会計です。

◆土地取得事業　10万円（99.4％減）
小規模な用地の先行取得などの経費

◆国民健康保険事業　88億8706万円（17.8％減）
国民健康保険法に基づく医療サービスなどの経費

◆介護保険事業　98億5817万円（2.6％増）
介護サービスなどの経費

◆後期高齢者医療　10億990万円（9.4％増）
高齢者医療サービスなどの経費

◆農業集落排水事業　6億1200万円（3.4％減）
農業集落排水施設の維持管理・整備のための経費

◆下水道事業　49億3208万円（2.2％増）
公共下水道施設の維持管理・整備のための経費

◆宅地造成事業　2029万円（41.3％減）
宅地として整備した用地の売却・維持管理のための経費

◆食品工業団地造成事業　5213万円（68.9％減）
岡田地区に食品工業団地として整備した用地の売却・維持管理の
ための経費
◆コミュニティバス事業　1億5506万円（26.7％増）
コミュニティバス・市街地循環バス・松浦地区デマンド乗合タク
シー運行のための経費

◆藤塚浜財産区　801万円（76.2％減）
藤塚浜財産区所有地の維持管理のための経費

※金額は歳出総額。（　）内は対前年度比。

【市債の残高は】
　一般会計の市債残高は、平成30年度末で545億5968万
円ですが、返済額が借入額を上回ったことにより、前年度に比
べ約18億円減少しました。市民1人当たりに換算すると、55
万9345円で、県内20市中少ない方から5番目です。
【返済計画は？】
　市債の借入期間は、事業内容によって、5年から40年です。
　市では毎年度、入ってくるお金（歳入）と、行政運営や施設
整備などにかかるお金（歳出）の収支計画を立てて、財政運
営を行っていきます。
　収支計画では、令和10年度まで毎年度43億円から54億
円程度を計画的に返済していきます。

【返済は全額市税で賄うの？】
　平成30年度末残高のうち、約74％（404億7632万円）
は、国からの地方交付税で措置され、残りの約26％（140億
8336万円）を市税で賄います。
【実質公債費比率はどれくらい？】
　「実質公債費比率」は、借入金の返済額などの大きさを、当
市の財政規模に対する割合で表したもので、資金繰りの危険
度を示す指標です。実質公債費比率が25.0％を超えると、自
主的に財政健全化を図らなければならなくなりますが、当市
の実質公債費比率は7.7％で、この基準を下回っています。県
内20市の平均10.9％よりも良好な状況です。

会計名

収益的収支

資本的収支

水道水をつくり、家庭に届けるための収支

浄水・配水施設の工事や配水管の整備などに
使用するための収支

20億7417万円

7億3470万円

19億8785万円

15億6267万円

8632万円の純利益

8億2797万円の収入不足

内　容 歳　入 歳　出 収　支

民生費 13万907円 総務費7万9200円

土木費4万3237円

教育費5万5065円 公債費5万3878円

商工費1万6878円

歳入

市税市税
115億1667万円115億1667万円

繰入金繰入金
28億926万円28億926万円

繰越金繰越金
14億2646万円14億2646万円

使用料・手数料使用料・手数料
5億9735万円5億9735万円

寄附金寄附金
4億6269万円4億6269万円

分担金・負担金分担金・負担金
4億4412万円4億4412万円

諸収入ほか諸収入ほか
15億3712万円15億3712万円

地方交付税地方交付税
122億4657万円122億4657万円

国庫国庫
支出金支出金
45億45億
1829万円1829万円

市債市債
31億790万円31億790万円

県支出金県支出金
30億5527万円30億5527万円 地方消費税交付金地方消費税交付金

18億189万円18億189万円
地方譲与税地方譲与税
3億7983万円3億7983万円

その他その他
3億5526万円3億5526万円

民生費民生費
127億6898万円127億6898万円

総務費総務費
77億2532万円77億2532万円

教育費教育費
53億7120万円53億7120万円

公債費公債費
52億5540万円52億5540万円

土木費土木費
42億1741万円42億1741万円

衛生費衛生費
26億5750万円26億5750万円

農林水産業費農林水産業費
22億387万円22億387万円

商工費商工費
16億4631万円16億4631万円

消防費消防費
11億8588万円11億8588万円 その他その他

3億6472万円3億6472万円

※人口は平成30年度末の住民基本台帳人口97,542人による。

歳出
433億
9659万円

子どもや高齢者、障がいの
ある方の福祉などに使われ
るお金

行政運営や市税の賦課・徴
収などに使われるお金

道路、街路、公園の整備な
ど住環境を整備するために
使われるお金

借入金返済のために使われ
るお金

小・中学校、幼稚園、体育
施設や教育の振興に使われ
るお金

商工業や観光の振興のため
に使われるお金

依存財源 自主財源

254億
6501
万円

187億
9367
万円

※資本的収支の収入不足額は、損益勘定留保資金などで補
ほ て ん

塡しました。

市町村合併に伴う大規模な施設整備が完了し、
市債残高（借金）は、確実に減少しています。

歳入442億5868万円（対前年度比3.4％減）  
歳出433億9659万円（対前年度比2.2％減）

歳出総額255億3479万円（対前年度比7.9％減）

市民一人当たりの「一般会計」の歳出額は 44万4902円です

農林水産業費2万2594円
農業や林業、水産業の振興
のために使われるお金

衛生費2万7245円
健康診断などの市民の健康
維持、ごみの収集などに使
われるお金

⑤ ④

442億
5868万円
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